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都
市
の
地
域
特
性
の
形
成
と
展
開
過
程
・
序
論
　
基
幹
研
究
「
日
本
に
お
け
る
都
市
生
活
史
の
研
究
（
第
二
期
）
」
の
研
究
概
要
上
野
和
男
1
共
同
研
究
「
日
本
に
お
け
る
都
市
生
活
史
の
研
究
」
（
第
二
期
）
　
（
1
）
全
体
研
究
計
画
　
本
研
究
は
、
都
市
住
民
の
生
活
史
に
つ
い
て
の
歴
史
学
、
考
古
学
、
民
俗
学
を
中
心
と
す
る
学
際
的
研
究
で
あ
る
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
こ
れ
ま
で
の
都
市
研
究
は
都
市
の
生
活
空
間
に
焦
点
を
当
て
て
き
た
が
、
本
研
究
は
都
市
住
民
の
生
活
史
に
焦
点
を
あ
て
て
、
流
通
・
消
費
な
ど
の
経
済
と
祭
祀
儀
礼
・
都
市
民
俗
な
ど
の
文
化
に
注
目
し
、
都
市
の
都
市
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
研
究
期
間
は
六
年
間
の
う
ち
、
最
初
の
三
年
間
（
一
九
九
六
－
一
九
九
八
）
は
「
共
同
研
究
」
と
し
て
、
都
市
生
活
史
に
つ
い
て
の
全
般
的
な
討
議
を
行
う
。
後
半
の
三
年
間
（
一
九
九
九
－
二
〇
〇
一
）
は
、
特
定
の
都
市
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
研
究
を
試
み
る
。
研
究
班
は
六
年
間
に
わ
た
っ
て
、
ほ
ぼ
一
六
〇
〇
年
を
境
に
二
班
構
成
と
す
る
。
一
六
〇
〇
年
以
前
の
都
市
史
を
課
題
と
す
る
A
班
は
「
古
代
・
中
世
の
都
市
を
め
ぐ
る
流
通
と
消
費
」
を
研
究
課
題
と
し
て
、
政
治
や
生
産
で
は
な
く
流
通
・
消
費
な
ど
の
経
済
的
側
面
か
ら
都
市
生
活
史
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。
具
体
的
に
は
、
①
財
貨
と
サ
ー
ビ
ス
の
流
通
・
消
費
の
様
相
の
解
明
、
「
物
価
表
」
の
作
成
、
②
流
通
・
消
費
の
場
の
解
明
、
都
市
構
造
、
住
民
構
成
と
の
関
係
、
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
。
一
六
〇
〇
年
以
降
の
都
市
史
を
課
題
と
す
る
B
班
は
「
都
市
の
地
域
特
性
の
形
成
と
展
開
過
程
」
を
研
究
課
題
と
し
て
、
都
市
の
地
域
特
性
が
近
世
以
降
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
か
を
、
流
通
・
消
費
な
ど
の
経
済
的
側
面
と
都
市
民
俗
・
祭
祀
儀
礼
な
ど
の
文
化
的
側
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。
　
第
二
期
（
一
九
九
九
－
二
〇
〇
一
）
の
個
別
の
研
究
課
題
は
、
A
班
は
「
古
代
・
中
世
に
お
け
る
流
通
・
消
費
と
そ
の
場
」
、
B
班
は
「
都
市
の
地
域
特
性
の
形
成
と
展
開
過
程
ー
一
八
～
一
九
世
紀
の
下
総
地
域
の
内
陸
舟
運
と
流
域
都
市
を
中
心
に
ー
」
で
あ
る
。
　
こ
れ
ま
で
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
は
発
足
以
来
、
全
体
課
題
「
都
市
に
お
け
る
生
活
空
間
の
史
的
研
究
」
の
も
と
に
、
三
期
一
二
年
間
に
わ
た
っ
て
都
市
史
研
究
に
と
り
く
ん
で
き
た
。
一
二
年
間
に
＝
課
題
の
共
同
研
究
を
実
施
し
、
さ
ら
に
一
九
九
三
～
一
九
九
四
年
度
に
は
総
括
的
研
究
を
実
施
し
た
。
こ
の
共
同
研
究
は
、
①
都
市
の
空
間
構
造
に
重
点
が
あ
り
、
都
市
住
民
の
生
活
史
研
究
が
充
分
で
は
な
か
っ
た
。
②
政
治
都
市
に
研
究
対
象
が
傾
斜
し
、
都
市
の
経
済
的
機
能
そ
の
他
の
研
究
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。
③
事
例
的
研
究
が
多
く
、
都
市
の
概
念
の
問
題
や
都
市
研
究
の
一
般
理
論
化
が
充
分
で
は
な
か
っ
た
、
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
本
研
究
は
、
都
市
の
流
通
・
消
費
な
ど
の
経
済
と
文
化
に
注
目
し
、
都
市
住
民
の
生
活
史
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
　
ま
た
、
本
研
究
は
第
一
期
研
究
と
し
て
、
一
九
九
六
年
度
か
ら
三
年
間
、
共
同
研
究
を
実
施
し
て
、
都
市
生
活
史
研
究
の
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
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一
期
の
共
同
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
第
二
期
に
お
い
て
は
、
A
班
は
、
古
代
・
中
世
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
流
通
・
消
費
構
造
と
そ
の
場
の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
、
文
献
資
料
・
発
掘
資
料
を
収
集
し
、
物
価
表
を
中
心
と
す
る
総
合
的
な
「
都
市
生
活
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
作
成
す
る
。
B
班
は
、
利
根
川
沿
岸
か
ら
江
戸
（
東
京
）
に
か
け
て
の
関
東
地
方
の
都
市
の
地
域
特
性
を
、
流
通
・
消
費
・
文
化
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
、
歴
博
の
企
画
展
示
の
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
す
る
。
　
第
一
期
は
歴
史
学
、
考
古
学
、
民
俗
学
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
流
通
・
消
費
・
文
化
に
か
か
わ
る
最
近
の
都
市
研
究
を
検
討
し
、
第
二
期
に
予
定
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
の
共
同
作
業
の
基
礎
を
構
築
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
A
班
に
お
い
て
は
、
歴
史
学
に
お
け
る
文
献
に
よ
る
流
通
・
消
費
の
研
究
、
と
く
に
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
に
つ
い
て
の
研
究
と
、
陶
磁
器
を
中
心
と
し
た
考
古
学
の
流
通
・
消
費
の
研
究
を
す
り
合
せ
を
行
い
、
多
様
性
と
大
量
性
が
都
市
的
流
通
消
費
の
特
質
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
具
体
的
な
流
通
商
品
の
照
合
を
も
試
み
た
。
さ
ら
に
富
士
吉
田
な
ど
で
見
学
調
査
を
実
施
し
、
流
通
消
費
の
場
と
し
て
の
市
・
宿
を
確
認
し
た
。
B
班
は
、
都
市
地
域
特
性
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
各
分
野
の
研
究
を
検
討
し
、
商
品
、
河
岸
、
舟
運
、
都
市
構
造
、
芸
能
興
行
、
祭
礼
、
民
間
信
仰
、
言
語
な
ど
流
通
・
消
費
・
文
化
を
中
心
に
都
市
地
域
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
際
に
問
題
と
な
る
都
市
的
要
素
を
抽
出
し
た
。
ま
た
、
第
二
期
研
究
に
備
え
て
、
佐
倉
、
成
田
、
佐
原
、
銚
子
、
関
宿
な
ど
利
根
川
流
域
か
ら
江
戸
（
東
京
）
に
か
け
て
の
諸
都
市
の
予
備
的
調
査
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
の
特
性
に
つ
い
て
予
備
的
検
討
を
行
な
う
と
と
も
に
文
書
な
ど
の
史
料
を
確
認
し
た
。
　
A
班
・
B
班
と
も
第
二
期
研
究
に
向
け
た
基
礎
的
作
業
を
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
終
了
し
、
第
二
期
に
お
け
る
都
市
生
活
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
と
、
利
根
川
流
域
か
ら
江
戸
（東
京
）
に
か
け
て
の
諸
都
市
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
基
礎
が
整
っ
た
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
期
研
究
は
つ
ぎ
の
二
点
に
つ
い
て
問
題
が
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
A
B
両
班
の
連
携
の
問
題
で
あ
る
。
本
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
二
度
（第
一
年
度
の
発
足
時
点
と
第
二
年
度
の
中
間
点
）
に
わ
た
っ
て
合
同
研
究
会
を
開
催
し
、
全
体
の
研
究
目
標
と
中
間
点
で
の
各
班
の
議
論
に
つ
い
て
確
認
し
た
が
、
流
通
・
消
費
か
ら
都
市
性
を
明
ら
か
に
し
よ
と
す
る
A
班
と
、
都
市
地
域
特
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
B
班
と
は
、
対
象
と
す
る
時
代
の
違
い
も
あ
っ
て
議
論
は
必
ず
し
も
十
分
に
噛
み
合
わ
な
か
っ
た
。
A
B
両
班
の
い
っ
そ
う
の
連
携
は
第
二
期
の
課
題
で
あ
る
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
B
班
の
研
究
対
象
の
選
択
の
問
題
で
あ
る
。
B
班
は
三
都
以
外
の
都
市
の
地
域
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
対
象
と
し
て
名
古
屋
を
中
心
と
す
る
地
域
を
選
定
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
そ
な
え
て
の
予
備
的
研
究
も
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
名
古
屋
地
域
の
研
究
状
況
は
、
本
館
の
共
同
研
究
と
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
に
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
対
象
を
関
東
地
方
の
利
根
川
流
域
か
ら
江
戸
（
東
京
）
に
か
け
て
の
都
市
に
変
更
し
た
。
　
歴
史
学
、
考
古
学
、
民
俗
学
の
各
分
野
に
お
い
て
、
国
内
外
と
も
都
市
研
究
は
近
年
と
く
に
活
発
化
し
つ
つ
あ
る
。
歴
史
学
に
お
い
て
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
中
世
史
・
近
世
史
を
中
心
に
、
流
通
・
消
費
な
ど
の
経
済
構
造
や
市
・
宿
な
ど
の
都
市
構
造
の
研
究
が
活
発
で
あ
り
、
考
古
学
で
は
多
く
の
都
市
遺
跡
の
発
掘
に
と
も
な
っ
て
、
陶
磁
器
な
ど
の
流
通
・
消
費
の
研
究
が
め
ざ
ま
し
い
成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
民
俗
学
に
お
い
て
も
都
市
祭
礼
、
職
人
、
町
場
組
織
な
ど
を
中
心
と
す
る
都
市
民
俗
研
究
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
超
え
た
都
市
生
活
史
の
共
同
研
究
、
と
く
に
本
研
究
が
課
題
と
す
る
流
通
・
消
費
・
文
化
に
焦
点
を
あ
わ
せ
た
学
際
的
研
究
は
、
本
格
的
に
は
試
み
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
　
本
研
究
の
特
徴
は
、
流
通
・
消
費
な
ど
の
経
済
と
文
化
に
注
目
し
て
都
市
住
民
の
生
活
史
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
た
め
第
二
期
研
究
に
お
い
て
は
、
特
定
の
フ
ィ
ー
ル
ド
や
共
通
作
業
課
題
を
設
定
し
て
、
「
共
同
性
」
の
高
い
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
A
班
は
、
古
代
・
中
世
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
流
通
・
消
費
構
造
と
そ
の
場
の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
、
文
献
資
料
・
発
掘
資
料
を
収
集
し
、
物
価
表
を
中
心
と
す
る
総
合
的
な
「
都
市
生
活
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
作
成
し
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
の
公
開
を
め
ざ
す
。
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班
は
、
利
根
川
沿
岸
か
ら
江
戸
（
東
京
）
に
か
け
て
の
都
市
の
地
域
特
性
を
、
流
通
・
消
費
・
文
化
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
、
歴
博
の
企
画
展
示
の
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
し
、
今
後
、
関
係
地
域
の
博
物
館
と
連
携
し
て
企
画
展
示
な
ど
に
よ
る
研
究
成
果
の
公
表
を
め
ざ
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
　
な
お
、
こ
の
基
幹
研
究
に
関
連
し
て
、
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
A
ω
「
伝
統
的
地
方
都
市
の
地
域
的
特
性
と
そ
の
変
容
に
関
す
る
比
較
研
究
ー
関
東
圏
と
中
部
圏
を
中
心
に
ー
」
（
二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
二
年
度
）
（
研
究
代
表
者
・
上
野
和
男
）
を
受
け
た
。
　
（
2
）
　
研
究
成
果
　
一
九
九
九
年
度
　
一
九
九
九
年
度
は
A
班
は
四
回
の
共
同
研
究
会
、
B
班
は
三
回
の
共
同
研
究
会
と
共
同
調
査
を
実
施
し
た
。
第
一
回
研
究
会
は
A
班
と
の
合
同
研
究
会
と
し
て
開
催
し
、
基
幹
研
究
「
日
本
に
お
け
る
都
市
生
活
史
の
研
究
」
の
全
体
の
研
究
目
的
、
研
究
計
画
を
確
認
し
た
。
こ
の
ほ
か
A
班
の
研
究
会
は
、
古
代
・
中
世
に
お
け
る
流
通
．
消
費
に
つ
い
て
の
一
般
的
問
題
に
つ
い
て
の
議
論
と
と
も
に
、
古
代
・
中
世
を
中
心
と
す
る
「
都
市
生
活
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
作
成
の
た
め
の
具
体
的
な
問
題
点
や
分
析
す
べ
き
史
料
の
検
討
を
行
っ
た
。
と
く
に
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
の
単
位
や
地
域
差
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
第
二
期
A
班
の
主
要
な
研
究
目
的
で
あ
る
「都
市
生
活
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
作
成
に
も
着
手
し
、
文
献
ご
と
に
分
担
を
決
め
て
デ
ー
タ
集
積
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
試
験
的
に
入
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
や
検
索
項
目
の
具
体
的
検
討
も
開
始
し
た
。
B
班
は
二
回
の
研
究
会
を
調
査
対
象
で
あ
る
流
域
都
市
の
土
浦
と
市
川
で
実
施
し
、
共
同
で
市
街
地
や
河
岸
な
ど
の
調
査
を
行
っ
て
共
通
認
識
の
深
化
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
各
調
査
員
が
分
担
し
て
調
査
を
行
っ
た
流
域
都
市
の
研
究
報
告
を
開
始
し
、
流
域
都
市
の
都
市
地
域
特
性
の
把
握
の
方
法
や
比
較
基
準
に
つ
い
て
の
検
討
も
開
始
し
た
。
　
本
基
幹
研
究
「
日
本
に
お
け
る
都
市
生
活
史
の
研
究
」
第
二
期
は
、
第
一
期
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
「
共
同
性
」
の
高
い
具
体
的
な
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
A
班
は
古
代
・
中
世
を
中
心
と
す
る
「
都
市
生
活
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
作
成
、
B
班
は
利
根
川
か
ら
江
戸
に
至
る
流
域
都
市
の
地
域
特
性
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
で
あ
る
。
A
班
は
、
共
同
研
究
員
の
ほ
か
に
業
務
補
助
も
加
え
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
の
た
め
の
文
献
の
選
定
、
デ
ー
タ
の
試
験
的
入
力
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
検
討
な
ど
を
行
い
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
の
具
体
的
作
業
が
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。
B
班
は
流
域
都
市
別
に
調
査
班
を
編
成
し
、
本
格
的
な
調
査
と
資
料
収
集
を
開
始
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
調
査
旅
費
の
不
足
に
よ
っ
て
、
第
一
年
度
の
調
査
が
十
分
に
実
施
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
、
本
研
究
の
最
大
の
問
題
点
で
あ
り
、
第
二
年
度
以
降
、
調
査
旅
費
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
。
A
B
両
班
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
に
、
第
一
回
の
研
究
会
を
合
同
研
究
会
と
し
て
実
施
し
、
全
体
的
な
研
究
目
的
、
研
究
計
画
を
確
認
し
た
が
、
今
後
も
両
班
の
連
携
強
化
が
必
要
で
あ
る
。
　
二
〇
〇
〇
年
度
　
こ
の
基
幹
研
究
は
、
［
C
］
タ
イ
プ
の
共
同
研
究
、
す
な
わ
ち
従
来
「
特
定
研
究
」
と
し
て
実
施
し
て
い
た
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
共
同
作
業
を
重
視
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
〇
年
度
は
A
班
・
B
班
と
も
三
回
の
共
同
研
究
会
と
共
同
調
査
・
共
同
作
業
を
実
施
し
た
。
A
班
の
研
究
会
は
、
交
換
手
段
と
し
て
の
貨
幣
の
問
題
の
ほ
か
交
通
や
開
発
の
問
題
な
ど
古
代
・
中
世
に
お
け
る
流
通
・
消
費
に
つ
い
て
の
一
般
的
問
題
に
つ
い
て
の
議
論
と
と
も
に
、
古
代
・
中
世
を
中
心
と
す
る
「都
市
生
活
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
作
成
の
た
め
の
具
体
的
な
問
題
点
の
検
討
や
入
力
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
作
成
に
あ
た
っ
た
。
B
班
は
二
回
の
研
究
会
を
調
査
対
象
で
あ
る
流
域
都
市
の
野
田
と
水
海
道
で
実
施
し
、
共
同
で
市
街
地
や
河
岸
な
ど
の
調
査
を
行
っ
て
共
通
認
識
の
深
化
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
ひ
き
つ
づ
き
各
共
同
研
究
員
が
分
担
し
て
調
査
を
行
っ
た
流
域
都
市
の
研
究
報
告
を
行
い
、
流
域
都
市
の
都
市
地
域
特
性
の
に
つ
い
て
本
格
的
に
検
討
し
た
。
ま
た
、
B
班
で
は
こ
の
基
幹
研
究
の
成
果
を
展
示
に
ど
う
具
体
化
す
る
か
に
つ
い
て
の
検
討
を
開
始
し
、
い
く
つ
か
の
展
示
構
想
案
に
つ
い
て
の
検
討
し
た
。
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二
〇
〇
一
年
度
　
本
基
幹
研
究
で
は
、
古
代
中
世
の
都
市
の
流
通
・
消
費
を
主
題
と
す
る
A
班
は
、
古
代
中
世
を
中
心
に
日
本
の
都
市
の
「
都
市
性
」
を
明
ら
か
に
し
、
近
世
以
降
の
都
市
の
流
通
・
消
費
・
文
化
を
主
題
と
す
る
B
班
は
、
近
世
以
降
の
都
市
性
の
地
域
差
と
そ
の
形
成
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
課
題
で
あ
る
。
A
班
で
は
、
都
市
の
都
市
性
を
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
流
通
・
消
費
の
構
造
に
つ
い
て
、
特
に
物
価
に
注
目
し
、
「都
市
生
活
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
作
成
作
業
を
進
め
て
き
た
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
の
基
礎
と
な
る
物
価
に
つ
い
て
の
時
期
差
、
地
域
差
、
お
よ
び
単
位
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
を
進
め
た
。
B
班
で
は
、
下
総
地
域
の
都
市
の
地
域
特
性
に
つ
い
て
、
銚
子
、
佐
原
、
野
田
、
水
海
道
、
関
宿
な
ど
の
主
要
都
市
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
、
近
世
以
降
の
利
根
川
か
ら
江
戸
川
に
か
け
て
の
流
通
経
路
上
の
機
能
分
担
が
、
都
市
の
地
域
特
性
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
祭
礼
や
都
市
民
俗
に
お
い
て
、
こ
の
地
域
の
都
市
が
き
わ
め
て
多
様
な
性
格
を
も
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
都
市
空
間
研
究
か
ら
都
市
生
活
史
研
究
へ
と
転
換
を
は
か
る
本
基
幹
研
究
の
当
初
の
目
的
は
一
応
、
果
さ
れ
た
と
考
え
る
。
2
B
班
「
都
市
の
地
域
特
性
の
形
成
と
展
開
過
程
－
一
八
～
一
九
世
紀
の
下
総
地
域
の
内
陸
舟
運
と
流
域
都
市
を
中
心
に
ー
」
　
（
1
）
　
研
究
目
的
　
本
研
究
は
、
一
六
〇
〇
年
以
降
の
都
市
生
活
史
を
を
対
象
と
し
、
「
都
市
の
地
域
特
性
の
形
成
と
展
開
過
程
」
を
研
究
課
題
と
し
て
、
都
市
の
地
域
特
性
が
近
世
以
降
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
か
を
、
流
通
・
消
費
な
ど
の
経
済
的
側
面
と
都
市
民
俗
・
祭
祀
儀
礼
な
ど
の
文
化
的
側
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
第
一
期
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
第
二
期
は
、
一
八
～
一
九
世
紀
に
お
け
る
下
総
地
域
、
と
く
に
利
根
川
、
江
戸
川
流
域
に
お
け
る
内
陸
部
の
舟
運
と
そ
の
ル
ー
ト
上
に
形
成
さ
れ
た
小
都
市
群
（
流
域
都
市
）
を
事
例
と
し
て
、
近
世
以
降
の
都
市
の
形
成
と
展
開
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
近
代
社
会
に
お
け
る
都
市
的
要
素
は
、
商
業
・
手
工
業
を
根
幹
と
し
つ
つ
も
、
軍
隊
、
政
治
支
配
シ
ス
テ
ム
、
流
通
、
宗
教
、
文
化
な
ど
多
岐
に
及
ん
で
い
る
。
都
市
の
地
域
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
こ
う
し
た
個
々
の
都
市
的
要
素
の
実
態
を
歴
史
的
に
把
握
し
、
そ
の
上
で
全
体
像
に
迫
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で
専
ら
江
戸
な
ど
の
巨
大
都
市
域
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
き
た
、
こ
う
し
た
都
市
的
要
素
に
つ
い
て
、
検
討
の
範
囲
を
江
戸
と
銚
子
を
結
ぶ
利
根
川
・
江
戸
川
流
域
の
多
様
な
流
域
都
市
に
拡
大
し
、
巨
大
都
市
群
と
は
異
な
る
都
市
地
域
特
性
を
類
型
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
ま
た
、
こ
の
基
幹
研
究
が
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
組
織
さ
れ
る
条
件
を
生
か
し
て
、
研
究
成
果
の
公
表
に
あ
た
っ
て
は
、
展
示
に
よ
る
叙
述
も
試
み
る
。
（
2
）
研
究
組
織
共
同
研
究
員
青
山
　
宏
夫
飯
塚
　
　
好
岩
淵
　
令
治
上
野
　
和
男
内
田
　
忠
賢
宇
野
　
功
一
大
友
　
一
雄
小
野
　
　
将
久
留
島
　
浩
小
林
　
忠
雄
小
林
　
裕
美
酒
井
　
右
二
斉
藤
　
善
之
島
田
　
　
洋
島
村
　
恭
則
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
埼
玉
県
立
民
俗
文
化
セ
ン
タ
ー
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
民
俗
研
究
部
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
C
O
E
非
常
勤
研
究
員
国
文
学
研
究
資
料
館
東
京
大
学
資
料
編
纂
所
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
東
京
家
政
学
院
大
学
人
文
学
部
千
葉
県
立
房
総
の
む
ら
千
葉
県
立
佐
原
高
等
学
校
東
北
学
院
大
学
経
済
学
部
千
葉
県
立
関
宿
城
博
物
館
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
民
俗
研
究
部
4
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鈴
木
　
章
生
鳥
越
け
い
子
中
井
　
精
一
吉
田
　
伸
之
吉
田
ゆ
り
子
若
杉
　
　
温
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
聖
心
女
子
大
学
文
学
部
富
山
大
学
人
文
学
部
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
東
京
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
千
葉
県
史
料
研
究
財
団
　
（
3
）
研
究
経
過
第
一
回
研
究
会
　
一
九
九
九
年
六
月
五
日
、
六
日
　
　
　
　
　
　
　
（於
‥
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
大
会
議
室
お
よ
び
第
二
会
議
室
）
　
・
上
野
　
和
男
「
日
本
に
お
け
る
都
市
生
活
史
の
研
究
〈
第
二
期
〉
ー
研
究
計
画
　
　
　
　
　
　
　
　
の
概
要
と
課
題
ー
」
　
・
桜
井
　
英
治
「
第
二
期
A
班
の
研
究
計
画
に
つ
い
て
」
　
・
吉
田
　
伸
之
「
第
二
期
B
班
の
研
究
計
画
に
つ
い
て
」
　
・
全
体
的
討
議
「
B
班
の
研
究
計
画
に
つ
い
て
」
　
・
岩
淵
　
令
治
「
『
園
芸
』
文
化
の
普
及
」
　
・
飯
塚
　
好
「
町
の
祭
礼
と
村
の
祭
礼
」
第
二
回
研
究
会
　
一
九
九
九
年
八
月
二
七
日
、
二
八
日
（
於
：
土
浦
市
立
博
物
館
）
　
・
内
田
　
忠
賢
「
東
京
湾
岸
に
お
け
る
地
域
の
変
貌
と
生
活
世
界
ー
千
葉
県
浦
安
　
　
　
　
　
　
　
　
市
を
事
例
と
し
て
ー
」
　
・
佐
藤
裕
貴
子
「
清
宮
秀
堅
の
蔵
書
・
著
作
と
書
簡
に
見
る
地
方
文
人
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
）
　
・
土
浦
市
立
博
物
館
の
展
示
見
学
　
・
土
浦
市
街
地
の
調
査
、
お
よ
び
土
浦
市
八
坂
神
社
の
祭
礼
調
査
第
三
回
研
究
会
　
二
〇
〇
〇
年
二
月
五
日
、
六
日
（
於
一
市
川
市
立
市
川
歴
史
博
物
　
　
　
　
　
　
　
館
、
お
よ
び
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
第
二
会
議
室
）
　
・
市
川
歴
史
博
物
館
の
展
示
見
学
　
・
市
川
市
行
徳
地
域
の
旧
河
岸
、
お
よ
び
市
街
地
調
査
　
・
小
林
　
裕
美
「
年
中
行
事
か
ら
見
る
町
の
生
活
－
千
葉
県
佐
原
市
の
場
合
－
」
　
・
斉
藤
　
善
之
「
近
世
後
期
江
戸
市
場
圏
に
お
け
る
行
徳
と
位
置
」
第
四
回
研
究
会
　
二
〇
〇
〇
年
七
月
一
日
、
二
日
（
於
‥
野
田
市
公
民
館
）
　
・
吉
田
ゆ
り
子
「
野
田
に
お
け
る
河
岸
と
船
問
屋
ー
特
に
「
鬼
怒
川
下
り
荷
物
」
　
　
　
　
　
　
　
　
と
の
関
係
か
ら
ー
」
　
・
島
田
　
　
洋
「
鬼
怒
川
水
海
道
河
岸
の
機
能
ー
五
木
田
家
蔵
『
（
御
用
留
）
』
の
　
　
　
　
　
　
　
　
分
析
を
通
じ
て
ー
」
　
・
宮
崎
　
　
等
「
野
田
市
域
の
歴
史
的
概
観
」
　
・
野
田
市
内
巡
検
第
五
回
研
究
会
　
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
一
二
日
、
二
二
日
（
於
‥
水
海
道
公
民
館
）
　
・
小
野
　
　
将
「
近
世
常
総
地
域
平
田
門
人
論
へ
向
け
て
の
ノ
ー
ト
」
　
・
鈴
木
　
章
生
「
隅
田
川
流
域
の
景
観
」
　
・
水
海
道
市
内
巡
検
第
六
回
研
究
会
　
二
〇
〇
一
年
三
月
三
日
、
四
日
（
於
…
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）
　
・
鳥
越
け
い
子
「
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て
ー
音
の
風
景
か
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
た
ど
る
都
市
ー
」
　
・
島
村
　
恭
則
「
『
歴
史
民
俗
学
』
は
成
立
す
る
か
ー
歴
史
学
と
民
俗
学
の
協
業
　
　
　
　
　
　
　
　
を
め
ぐ
る
理
解
と
誤
解
ー
」
　
・
中
井
　
精
一
「
利
根
川
下
流
域
の
言
語
調
査
報
告
－
上
方
系
語
形
の
残
存
に
焦
　
　
　
　
　
　
　
　
点
を
あ
て
て
ー
」
　
・
大
友
　
一
雄
「
幕
末
海
防
期
の
御
林
と
物
流
」
　
・
上
野
　
和
男
「
佐
原
諏
訪
神
社
の
祭
礼
と
祭
祀
組
織
」
　
〈
展
示
構
想
第
一
回
検
討
会
〉
　
・
島
田
　
　
洋
「
流
域
都
市
の
展
示
構
想
」
　
・
飯
塚
　
　
好
「
都
市
祭
礼
の
展
示
」
　
・
小
林
　
裕
美
「
展
示
シ
ナ
リ
オ
」
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・
鈴
木
　
章
正
「
展
示
構
成
案
隅
田
川
」
　
・
久
留
島
　
浩
「
館
蔵
の
伊
能
家
資
料
（
茂
左
衛
門
家
）
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
展
　
　
　
　
　
　
　
示
で
き
る
か
ー
揖
取
魚
彦
・
伊
能
節
軒
を
中
心
と
し
て
ー
」
　
・
岩
淵
　
令
治
「
紙
上
展
示
に
つ
い
て
」
第
七
回
研
究
会
　
二
〇
〇
一
年
六
月
二
日
、
三
日
（
於
‥
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）
　
・
久
留
島
　
浩
「
民
俗
研
究
映
像
『
風
流
の
ま
つ
り
・
長
崎
く
ん
ち
』
の
作
成
に
　
　
　
　
　
　
　
関
わ
っ
て
」
　
〈
展
示
構
想
第
二
回
検
討
会
〉
　
・
大
友
　
一
雄
「
幕
末
海
防
期
の
御
林
と
物
流
の
展
示
構
想
」
　
・
斉
藤
　
善
之
「
展
示
構
想
・
利
根
川
流
域
都
市
の
変
貌
」
　
・
吉
田
ゆ
り
子
「
展
示
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
」
吉小中島内上
田野井村田野
第
八
回
研
究
会
　
・
小
林
　
・
宇
野
　
・
深
川
・
小
網
町
巡
見
第
九
回
研
究
会
　
二
〇
〇
二
年
二
月
二
四
日
（
於
‥
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）
　
・
青
山
　
宏
夫
「
椿
海
と
水
運
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
的
予
察
」
　
・
酒
井
　
右
二
「
一
八
世
紀
後
半
の
佐
原
ー
村
政
運
営
の
変
容
ー
」
　
・
調
査
成
果
報
告
（
全
員
）
　
・
研
究
成
果
の
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て
の
討
議
和
男
「
利
根
川
・
江
戸
川
流
域
の
都
市
地
域
特
性
の
企
画
展
示
案
」
忠
賢
「
展
示
叙
述
案
・
利
根
川
流
域
都
市
の
盛
り
場
と
生
活
誌
」
恭
則
「
展
示
構
想
案
〈
在
日
朝
鮮
人
〉
の
東
京
・
下
総
」
精
一
「
展
示
構
成
：
利
根
川
流
域
の
地
域
特
性
」
　
将
「
展
示
構
想
を
め
ぐ
っ
て
」
伸
之
「
流
域
都
市
の
史
的
構
造
ー
展
示
イ
メ
ー
ジ
ー
」
　
　
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
二
〇
日
、
二
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
於
‥
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
ほ
か
）
忠
雄
「
熊
本
県
人
吉
市
の
都
市
民
俗
ー
マ
チ
場
民
俗
の
重
層
構
造
－
」
功
一
「
明
治
時
代
の
博
多
祇
園
山
笠
」
　
（
4
）
　
研
究
成
果
　
一
九
九
九
年
度
　
第
一
に
第
二
期
の
研
究
目
的
を
確
認
し
た
上
で
、
具
体
的
な
研
究
計
画
を
作
成
し
た
。
ま
ず
、
利
根
川
か
ら
江
戸
に
か
け
て
の
流
域
都
市
の
な
か
か
ら
、
江
戸
・
行
徳
、
関
宿
、
野
田
、
佐
原
、
銚
子
・
旭
の
五
つ
の
地
域
を
重
点
的
の
調
査
研
究
す
る
こ
と
と
し
、
共
同
研
究
員
を
五
つ
の
共
同
調
査
班
に
編
成
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
研
究
会
開
催
計
画
（
場
所
、
報
告
者
、
見
学
地
）
を
立
案
し
、
さ
ら
に
資
料
収
集
計
画
を
決
定
し
た
。
資
料
収
集
に
つ
い
て
は
各
都
市
の
重
要
文
書
（
絵
図
を
含
む
）
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
っ
て
収
集
す
る
ほ
か
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
の
「
伊
能
家
文
書
」
の
写
真
撮
影
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
千
葉
県
史
編
纂
室
と
も
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
な
ど
に
よ
っ
て
資
料
を
交
換
す
る
こ
と
と
し
た
。
五
つ
の
地
域
の
調
査
は
二
〇
〇
〇
年
春
か
ら
本
格
的
に
開
始
し
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
な
ど
に
よ
る
資
料
収
集
も
実
施
し
た
。
　
共
同
研
究
会
は
三
回
開
催
し
た
。
第
一
回
研
究
会
は
A
班
と
の
合
同
研
究
会
と
し
て
開
催
し
、
基
幹
研
究
「
日
本
に
お
け
る
都
市
生
活
史
の
研
究
」
の
全
体
の
研
究
目
的
、
研
究
計
画
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
第
］
回
か
ら
三
回
ま
で
の
研
究
会
に
お
い
て
、
佐
原
、
浦
安
、
行
徳
な
ど
利
根
川
流
域
都
市
の
地
域
特
性
に
つ
て
共
同
研
究
員
の
調
査
に
も
と
つ
く
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
佐
原
の
報
告
で
は
、
歴
史
資
料
か
ら
町
の
年
中
行
事
を
明
ら
か
に
す
る
試
み
や
、
祭
礼
の
比
較
研
究
、
文
人
を
中
心
と
す
る
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
問
題
が
報
告
さ
れ
、
ま
た
浦
安
の
報
告
で
は
メ
ン
タ
ル
マ
ッ
プ
を
中
心
手
法
に
お
い
て
地
域
変
貌
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
行
徳
の
報
告
で
は
江
戸
を
中
心
と
す
る
流
通
ル
ー
ト
に
お
け
る
行
徳
の
位
置
づ
け
の
再
検
討
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
第
二
回
、
第
三
回
の
共
同
研
究
会
で
は
、
土
浦
、
市
川
の
博
物
館
見
学
と
と
も
に
、
土
浦
お
よ
び
行
徳
の
市
街
地
に
つ
い
て
も
共
同
調
査
を
実
施
し
た
。　
本
基
幹
研
究
は
、
第
一
期
三
年
間
の
研
究
成
果
の
上
に
計
画
さ
れ
た
の
で
、
本
研
究
の
準
備
は
前
年
ま
で
に
整
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
研
究
会
、
資
料
収
集
な
ど
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研
究
計
画
は
ほ
ぼ
順
調
に
推
移
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
職
員
旅
費
、
研
究
員
等
旅
費
を
含
め
た
調
査
旅
費
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
「
特
定
研
究
」
タ
イ
プ
の
基
幹
研
究
で
あ
り
な
が
ら
、
調
査
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
最
大
の
問
題
点
で
あ
る
。
今
後
は
調
査
活
動
に
必
要
な
資
金
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
　
二
〇
〇
〇
年
度
　
B
班
は
、
利
根
川
か
ら
江
戸
に
か
け
て
の
い
わ
ゆ
る
流
域
都
市
の
実
証
的
研
究
が
中
心
で
あ
る
が
、
今
年
度
も
、
江
戸
・
行
徳
、
関
宿
、
野
田
、
佐
原
、
銚
子
・
旭
の
五
つ
の
地
域
を
重
点
的
の
調
査
研
究
す
る
こ
と
と
し
、
共
同
研
究
員
を
五
つ
の
共
同
調
査
班
に
編
成
し
て
調
査
を
実
施
し
た
。
と
く
に
佐
原
を
は
じ
め
と
す
る
千
葉
県
下
の
都
市
祭
礼
の
調
査
、
利
根
川
下
流
域
の
言
語
調
査
、
行
徳
を
中
心
と
す
る
物
資
流
通
に
つ
い
て
の
調
査
な
ど
を
実
施
し
た
。
実
地
調
査
に
つ
い
て
第
一
年
度
は
、
調
査
費
用
の
確
保
に
問
題
が
あ
っ
た
の
で
、
今
年
度
か
ら
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
A
に
よ
る
研
究
「
伝
統
的
地
方
都
市
の
地
域
特
性
と
そ
の
変
容
に
関
す
る
比
較
研
究
－
関
東
圏
と
中
部
圏
を
中
心
に
ー
」
（
研
究
代
表
者
・
上
野
和
男
）
と
連
携
し
て
調
査
に
あ
た
る
こ
と
と
し
た
。
　
共
同
研
究
会
は
三
回
開
催
し
た
。
一
回
目
の
研
究
会
は
、
千
葉
県
野
田
市
で
開
催
し
、
野
田
を
中
心
と
す
る
物
資
流
通
に
関
す
る
報
告
に
ほ
か
、
か
つ
て
の
河
岸
場
を
中
心
に
野
田
市
内
の
巡
検
を
行
っ
た
。
ま
た
、
二
回
目
の
研
究
会
は
水
海
道
市
で
開
催
し
、
研
究
報
告
の
ほ
か
に
、
や
は
り
か
つ
て
の
河
岸
場
を
中
心
に
水
海
道
市
内
の
巡
検
を
実
施
し
た
。
こ
の
二
回
の
研
究
会
報
告
と
巡
検
に
よ
っ
て
、
奥
川
筋
・
鬼
怒
川
筋
か
ら
江
戸
に
か
け
て
の
物
資
流
通
経
路
、
流
通
シ
ス
テ
ム
の
概
要
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
三
回
目
の
研
究
会
は
、
利
根
川
か
ら
江
戸
に
か
け
て
都
市
の
地
域
特
性
に
つ
い
て
の
報
告
と
展
示
構
想
に
つ
い
て
の
第
一
回
目
の
検
討
を
行
っ
た
。
報
告
は
サ
ウ
ン
ド
・
ス
ケ
ー
プ
論
、
木
材
の
流
通
、
歴
史
学
と
民
俗
学
の
協
業
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の
報
告
の
ほ
か
に
、
実
地
調
査
に
も
と
つ
く
利
根
川
下
流
域
の
言
語
、
都
市
祭
礼
の
報
告
が
あ
っ
た
。
こ
の
基
幹
研
究
の
成
果
に
も
と
つ
く
展
示
構
想
の
検
討
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
六
件
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
展
示
構
想
を
ど
う
と
り
ま
と
め
る
か
に
つ
い
て
は
、
次
年
度
も
ひ
き
つ
づ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
二
〇
〇
一
年
度
　
①
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
　
本
研
究
は
、
第
一
期
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
近
世
以
降
に
お
け
る
日
本
の
都
市
の
地
域
特
性
を
流
通
・
消
費
・
文
化
に
焦
点
を
あ
て
な
が
ら
、
歴
史
学
、
民
俗
学
、
社
会
学
、
地
理
学
な
ど
の
研
究
者
の
参
加
を
得
て
明
ら
か
に
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
が
、
第
一
期
の
研
究
に
よ
っ
て
、
下
総
地
域
の
諸
都
市
、
と
く
に
銚
子
、
佐
原
、
野
田
、
関
宿
、
江
戸
・
行
徳
な
ど
利
根
川
流
域
か
ら
江
戸
に
か
け
て
の
都
市
を
主
た
る
対
象
と
す
る
こ
と
が
す
で
に
決
定
し
て
い
た
の
で
、
本
研
究
の
開
始
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
こ
の
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
対
象
都
市
別
の
研
究
班
を
構
成
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。
な
お
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
本
基
幹
研
究
の
職
員
旅
費
に
加
え
て
、
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
A
（
1
）
「
伝
統
的
地
方
都
市
の
地
域
的
特
性
と
そ
の
変
容
に
関
す
る
比
較
研
究
ー
関
東
圏
と
中
部
圏
を
中
心
に
ー
」
（
二
〇
〇
〇
年
度
～
二
〇
〇
二
年
度
、
研
究
代
表
者
・
上
野
和
男
）
の
経
費
も
宛
て
た
。
ま
た
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
並
行
し
て
、
資
料
収
集
を
積
極
的
に
す
す
め
た
。
そ
の
際
、
千
葉
県
史
料
研
究
財
団
や
関
係
自
治
体
の
協
力
を
得
る
と
と
も
に
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
通
し
て
の
資
料
の
交
換
に
も
あ
た
っ
た
。
ま
た
、
文
献
資
料
に
加
え
て
写
真
資
料
や
映
像
資
料
も
多
数
収
集
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
主
要
五
都
市
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
実
施
し
、
ほ
ぼ
所
期
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
②
映
像
資
料
の
作
成
　
本
研
究
で
は
、
ま
た
、
対
象
都
市
の
地
域
特
性
を
映
像
に
よ
っ
て
表
現
す
る
映
像
資
料
を
作
成
し
た
。
具
体
的
に
は
、
佐
原
の
都
市
祭
礼
を
中
心
と
し
て
佐
原
の
都
市
を
表
現
し
た
映
像
資
料
「
新
宿
諏
訪
神
社
秋
祭
ー
北
総
佐
原
の
二
つ
の
都
市
祭
礼
1
ー
」
（
約
一
八
〇
分
）
を
作
成
し
た
（
制
作
：
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
制
作
協
力
‥
イ
ン
タ
ー
ボ
イ
ス
）
。
来
年
度
は
、
「
本
宿
八
坂
神
社
夏
祭
i
北
総
佐
原
の
二
つ
の
都
7
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市
祭
礼
2
ー
」
を
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
映
像
資
料
は
、
一
つ
の
都
市
を
二
分
す
る
よ
う
に
二
つ
の
神
社
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
で
祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
双
分
制
的
都
市
祭
礼
」
に
注
目
し
、
そ
の
典
型
的
な
事
例
の
ひ
と
つ
と
し
て
佐
原
の
祭
礼
を
映
像
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
祭
礼
や
都
市
構
造
に
つ
い
て
の
写
真
資
料
を
収
集
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
て
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。
　
③
都
市
地
域
特
性
　
流
通
・
消
費
の
視
点
か
ら
、
こ
の
地
域
の
都
市
の
特
性
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
河
川
舟
運
の
拠
点
と
な
っ
た
河
岸
を
中
心
と
す
る
都
市
で
あ
る
。
利
根
川
か
ら
江
戸
川
に
か
け
て
は
数
多
く
の
河
岸
が
形
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
性
格
は
き
わ
め
て
多
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
河
岸
の
広
範
な
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
こ
れ
ら
は
一
〇
軒
以
下
の
小
規
模
河
岸
、
数
十
軒
で
構
成
さ
れ
る
中
規
模
河
岸
、
一
〇
〇
軒
以
上
の
大
規
模
河
岸
に
大
別
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
規
模
が
大
き
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
都
市
の
構
造
と
機
能
が
複
雑
化
す
る
、
と
い
う
都
市
形
成
の
原
初
的
形
態
が
確
認
で
き
た
と
と
も
に
、
小
規
模
河
岸
で
あ
っ
て
も
一
応
の
機
能
を
供
え
、
そ
の
機
能
の
分
化
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
　
こ
の
地
域
の
都
市
文
化
は
、
江
戸
（
東
京
）
の
文
化
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
、
地
方
文
人
、
祭
礼
、
言
語
な
ど
の
調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
一
方
、
佐
原
の
祭
礼
難
子
の
よ
う
に
江
戸
と
は
異
な
る
文
化
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
利
根
川
沿
岸
諸
都
市
の
言
語
調
査
に
よ
れ
ば
、
沿
岸
部
に
紀
州
か
ら
の
影
響
が
わ
ず
か
に
残
存
し
て
い
る
が
、
全
般
的
に
は
、
利
根
川
の
上
流
下
流
に
よ
っ
て
言
語
が
若
干
異
な
る
こ
と
、
大
き
な
都
市
で
は
東
京
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
　
本
研
究
で
は
、
研
究
成
果
を
も
と
に
し
た
下
総
地
域
の
都
市
の
展
示
を
構
想
し
、
二
回
に
わ
た
っ
て
各
共
同
研
究
員
が
展
示
シ
ナ
リ
オ
を
提
示
し
て
議
論
を
行
っ
た
が
、
ま
と
ま
っ
た
展
示
シ
ナ
リ
オ
案
の
作
成
は
課
題
と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
3
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
A
（
1
）
「
伝
統
的
地
方
都
市
の
地
域
的
特
性
と
そ
の
変
容
に
関
す
る
比
較
研
究
－
関
東
圏
と
中
部
圏
を
中
心
に
ー
」
（
研
究
代
表
者
・
上
野
和
男
）
　
（
1
）
　
研
究
目
的
　
日
本
列
島
に
は
、
地
域
的
に
多
様
な
性
格
を
も
つ
都
市
が
存
在
し
て
い
る
。
日
本
の
都
市
は
、
一
方
で
は
独
自
の
都
市
空
間
、
都
市
社
会
構
造
、
都
市
民
俗
文
化
を
も
ち
、
ま
た
、
形
成
過
程
や
周
辺
地
域
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
日
本
社
会
に
お
け
る
位
置
な
ど
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
性
格
を
も
ち
つ
つ
存
在
し
て
い
る
が
、
他
方
で
は
、
一
定
の
地
域
の
都
市
に
は
共
通
す
る
地
域
的
特
性
が
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
近
世
に
形
成
さ
れ
た
城
下
町
で
あ
っ
て
も
、
関
東
地
方
の
都
市
と
中
部
地
方
の
都
市
と
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
点
に
お
い
て
地
域
的
特
性
が
異
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
都
市
に
関
す
る
都
市
人
類
学
、
都
市
民
俗
学
、
都
市
社
会
学
、
都
市
史
な
ど
の
研
究
は
膨
大
な
蓄
積
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
都
市
祭
礼
、
都
市
民
俗
な
ど
の
個
別
的
な
研
究
、
も
し
く
は
、
近
代
産
業
都
市
、
城
下
町
・
市
場
町
な
ど
の
個
別
都
市
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
研
究
が
主
体
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
の
形
成
過
程
や
社
会
構
造
、
民
俗
文
化
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
個
別
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
都
市
の
性
格
を
総
体
的
に
把
握
し
、
他
の
地
域
の
都
市
と
の
比
較
し
て
日
本
の
都
市
の
地
域
的
特
性
が
考
察
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
　
本
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
都
市
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
日
本
の
都
市
の
地
域
的
多
様
性
に
着
目
し
、
現
代
日
本
の
都
市
の
地
域
的
特
性
と
そ
の
変
容
を
、
主
と
し
て
近
世
以
降
に
成
立
し
た
い
く
つ
か
の
地
方
都
市
の
多
角
的
な
比
較
研
究
に
よ
っ
て
明
か
に
し
よ
う
と
す
る
一
つ
の
試
み
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
本
研
究
は
、
日
本
社
会
の
地
域
性
研
究
の
ひ
と
つ
と
し
て
の
都
市
の
地
域
性
研
究
の
試
み
で
も
あ
る
。　
本
研
究
で
は
、
都
市
空
間
構
造
、
都
市
社
会
構
造
、
都
市
民
俗
文
化
の
三
つ
の
視
点
か
ら
、
日
本
の
地
方
都
市
の
地
域
的
特
性
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。
都
市
空
間
の
問
8
上野和男［都市の地域特性の形成と展開週程・序論］
題
と
し
て
は
、
都
市
の
地
理
的
な
立
地
、
都
市
空
間
構
造
、
空
間
認
識
の
問
題
が
重
要
で
あ
る
。
都
市
の
空
間
構
造
は
、
都
市
が
ど
の
よ
う
な
地
理
的
位
置
に
立
地
し
、
ど
の
よ
う
な
都
市
計
画
に
も
と
つ
い
て
形
成
が
行
な
わ
れ
た
か
に
大
き
く
規
定
さ
れ
、
都
市
地
域
特
性
の
重
要
な
要
因
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
研
究
で
は
都
市
空
間
構
造
を
景
観
を
含
め
て
歴
史
的
に
も
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
都
市
住
民
の
空
間
認
識
の
問
題
も
重
視
し
た
い
。
都
市
社
会
構
造
の
問
題
と
し
て
は
、
家
族
・
親
族
組
織
、
近
隣
組
織
、
祭
祀
組
織
、
権
力
構
造
な
ど
の
都
市
内
部
の
社
会
組
織
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
都
市
と
周
辺
地
域
と
の
関
係
、
と
く
に
婚
姻
関
係
、
親
族
関
係
、
物
資
の
流
通
関
係
に
も
注
目
し
た
い
。
日
本
の
都
市
は
、
周
辺
地
域
と
と
も
に
都
鄙
連
続
体
を
な
し
て
一
定
の
都
市
圏
を
形
成
し
て
い
る
が
、
こ
の
都
市
圏
が
地
域
特
性
形
成
の
重
要
な
単
位
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
都
市
民
俗
文
化
の
問
題
と
し
て
、
都
市
祭
礼
、
都
市
言
語
、
都
市
の
音
環
境
（
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
）
を
と
り
あ
げ
る
。
都
市
祭
礼
は
こ
れ
ま
で
の
都
市
人
類
学
、
都
市
民
俗
学
的
研
究
に
お
い
て
も
中
心
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
が
、
都
市
祭
礼
の
多
く
が
基
本
的
に
近
世
に
形
成
さ
れ
た
も
の
が
多
い
か
ら
、
現
在
の
都
市
祭
礼
の
分
析
と
と
も
に
、
近
世
以
降
、
歴
史
的
に
も
儀
礼
過
程
や
組
織
の
分
析
を
試
み
た
い
。
都
市
で
独
自
に
形
成
さ
れ
る
都
市
言
語
や
、
都
市
生
活
を
投
影
し
た
都
市
の
音
環
境
も
都
市
の
地
域
的
特
性
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
都
市
分
析
の
新
た
な
試
み
と
し
て
言
語
や
音
環
境
に
も
注
目
し
た
い
。
　
こ
れ
ら
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
本
研
究
で
は
、
近
世
以
降
に
形
成
さ
れ
た
関
東
地
方
と
中
部
地
方
の
伝
統
都
市
を
主
た
る
対
象
と
し
て
調
査
研
究
を
実
施
し
、
こ
れ
ら
の
都
市
の
比
較
研
究
を
通
じ
て
、
関
東
お
よ
び
中
部
の
都
市
の
地
域
的
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
（
2
）
　
研
究
組
織
（
＊
は
研
究
代
表
者
）
上
野
　
和
男
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
民
俗
研
究
部
　
小
林
　
忠
雄
　
東
京
家
政
学
院
大
学
人
文
学
部
内
田
　
忠
賢
島
村
　
恭
則
久
留
島
　
浩
青
山
　
宏
夫
中
井
　
精
一
鳥
越
け
い
子
＊
吉
田
　
伸
之
岩
淵
　
令
治
斉
藤
　
善
之
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
民
俗
研
究
部
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
富
山
大
学
人
文
学
部
聖
心
女
子
大
学
文
学
部
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
東
北
学
院
大
学
経
済
学
部
　
（
3
）
研
究
成
果
　
二
〇
〇
〇
年
度
　
本
研
究
は
、
三
年
間
に
わ
た
っ
て
現
地
調
査
と
文
献
研
究
の
両
面
か
ら
課
題
に
接
近
す
る
が
、
研
究
の
中
心
は
、
現
地
調
査
に
よ
る
新
た
な
資
料
の
収
集
と
そ
の
分
析
、
文
献
の
収
集
と
分
析
で
あ
る
。
調
査
は
社
会
調
査
、
民
俗
調
査
、
言
語
調
査
、
史
料
調
査
を
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
に
お
い
て
実
施
し
、
各
分
担
者
は
関
東
と
中
部
の
複
数
の
都
市
調
査
を
実
施
し
、
相
互
に
比
較
し
な
が
ら
研
究
を
進
め
た
。
初
年
度
の
研
究
成
果
を
具
体
的
に
示
せ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
①
文
献
の
収
集
と
文
献
目
録
の
作
成
　
今
年
度
は
千
葉
県
と
茨
城
県
を
中
心
に
こ
れ
ま
で
の
都
市
人
類
学
、
都
市
民
俗
学
、
都
市
社
会
学
、
都
市
史
な
ど
の
文
献
を
収
集
し
、
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
ー
に
入
力
し
た
。
②
現
地
調
査
　
第
一
年
度
に
あ
た
る
平
成
一
二
年
度
は
、
茨
城
県
土
浦
市
、
千
葉
県
野
田
市
・
佐
原
市
・
水
海
道
市
・
銚
子
市
、
岐
阜
県
高
山
市
・
古
川
町
、
富
山
県
八
尾
町
な
ど
の
地
域
で
現
地
調
査
を
実
施
し
、
資
料
を
収
集
し
た
。
③
映
像
記
録
の
作
成
の
準
備
　
関
東
の
都
市
の
う
ち
佐
原
市
に
つ
い
て
、
佐
原
の
都
市
地
域
特
性
を
記
録
し
た
映
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像
資
料
記
録
を
作
成
す
る
準
備
と
し
て
、
佐
原
の
祭
礼
の
詳
細
な
調
査
を
実
施
し
た
。
映
像
資
料
の
内
容
を
ほ
ぼ
確
定
し
た
。
　
二
〇
〇
一
年
度
　
本
研
究
は
、
三
年
間
に
わ
た
っ
て
現
地
調
査
と
文
献
研
究
の
両
面
か
ら
課
題
に
接
近
す
る
が
、
研
究
の
中
心
は
、
現
地
調
査
に
よ
る
新
た
な
資
料
の
収
集
と
そ
の
分
析
、
文
献
の
収
集
と
分
析
で
あ
る
。
調
査
は
社
会
調
査
、
民
俗
調
査
、
言
語
調
査
、
史
料
調
査
を
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
に
お
い
て
実
施
し
、
各
分
担
者
は
関
東
と
中
部
の
複
数
の
都
市
調
査
を
実
施
し
、
相
互
に
比
較
し
な
が
ら
研
究
を
進
め
た
。
第
二
年
度
の
研
究
成
果
を
具
体
的
に
示
せ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
①
文
献
の
収
集
と
文
献
目
録
の
作
成
　
今
年
度
は
千
葉
県
と
東
京
都
を
中
心
に
こ
れ
ま
で
の
都
市
人
類
学
、
都
市
民
俗
学
、
都
市
社
会
学
、
都
市
史
な
ど
の
文
献
を
収
集
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
力
し
た
。
　
②
現
地
調
査
　
第
二
年
度
に
あ
た
る
平
成
一
三
年
度
は
以
下
の
地
域
で
現
地
調
査
を
実
施
し
、
資
料
を
収
集
し
た
。
茨
城
県
土
浦
市
、
千
葉
県
野
田
市
、
佐
原
市
、
水
海
道
市
、
銚
子
市
、
岐
阜
県
高
山
市
、
古
川
町
、
滋
賀
県
日
野
町
、
大
津
市
、
長
浜
市
。
　
③
映
像
記
録
の
作
成
の
準
備
　
関
東
の
都
市
の
う
ち
佐
原
市
に
つ
い
て
、
佐
原
の
都
市
地
域
特
性
で
あ
る
「
双
分
制
的
構
造
」
に
注
目
し
、
佐
原
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
二
つ
の
都
市
祭
礼
（
八
坂
神
社
夏
祭
と
諏
訪
神
社
秋
祭
）
を
記
録
し
た
映
像
資
料
記
録
を
作
成
を
め
ざ
し
、
今
年
度
は
、
諏
訪
神
社
秋
祭
を
中
心
に
映
像
記
録
「
新
宿
諏
訪
神
社
秋
祭
ー
北
総
佐
原
の
二
つ
の
都
市
祭
礼
1
ー
」
（
一
八
〇
分
）
を
作
成
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
・
佐
原
の
位
置
、
町
並
み
、
幣
台
年
番
町
北
横
宿
、
山
車
番
組
図
　
・
準
備
会
議
（
八
朔
参
会
、
幣
台
区
長
当
役
長
会
議
、
当
役
会
議
、
北
横
宿
当
役
　
　
会
議
、
噺
子
依
頼
、
氏
子
年
番
第
一
連
合
幹
事
会
議
）
　
・
山
車
飾
り
つ
け
、
踊
り
練
習
、
提
灯
配
り
　
・
秋
祭
第
一
日
（
安
全
祈
願
祭
、
北
横
宿
山
車
出
発
式
、
山
車
乱
曳
き
巡
行
、
例
　
　
祭
神
事
、
御
輿
発
輿
式
、
浜
降
り
、
御
輿
お
旅
所
着
輿
式
、
山
車
夜
間
巡
行
）
　
・
秋
祭
第
二
日
（
山
車
乱
曳
き
巡
行
、
幣
台
年
番
引
継
行
事
、
幣
台
年
番
引
継
神
　
　
前
行
事
、
宵
宮
祭
、
幣
台
年
番
引
き
別
れ
行
事
、
山
車
夜
間
巡
行
）
　
・
秋
祭
第
二
日
（
御
輿
お
旅
所
発
輿
式
、
御
神
幸
、
年
番
前
後
三
町
代
表
巡
行
、
　
　
お
祭
広
場
山
車
特
別
曳
き
回
し
、
下
番
の
式
、
御
輿
年
番
引
継
行
事
、
御
輿
御
　
　
本
社
環
御
祭
、
山
車
夜
間
巡
行
、
北
横
宿
山
車
終
了
式
）
　
二
〇
〇
二
年
度
　
本
研
究
は
、
三
年
間
に
わ
た
っ
て
現
地
調
査
と
文
献
研
究
の
両
面
か
ら
課
題
に
接
近
す
る
が
、
研
究
の
中
心
は
、
現
地
調
査
に
よ
る
新
た
な
資
料
の
収
集
と
そ
の
分
析
、
文
献
の
収
集
と
分
析
で
あ
る
。
調
査
は
社
会
調
査
、
民
俗
調
査
、
言
語
調
査
、
史
料
調
査
を
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
に
お
い
て
実
施
し
、
各
分
担
者
は
関
東
と
中
部
の
複
数
の
都
市
調
査
を
実
施
し
、
相
互
に
比
較
し
な
が
ら
研
究
を
進
め
た
。
第
三
年
度
の
研
究
成
果
を
具
体
的
に
示
せ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
①
文
献
の
収
集
と
文
献
目
録
の
作
成
　
今
年
度
は
茨
城
県
と
東
京
都
を
中
心
に
こ
れ
ま
で
の
都
市
人
類
学
、
都
市
民
俗
学
、
都
市
社
会
学
、
都
市
史
な
ど
の
文
献
を
収
集
し
、
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
ー
に
入
力
し
た
。
　
②
現
地
調
査
　
第
三
年
度
に
あ
た
る
平
成
一
三
年
度
は
以
下
の
地
域
で
現
地
調
査
を
実
施
し
、
資
料
を
収
集
し
た
。
千
葉
県
野
田
市
、
佐
原
市
、
銚
子
市
、
関
宿
町
、
岐
阜
県
高
山
市
、
古
川
町
、
埼
玉
県
川
越
市
、
熊
谷
市
　
③
映
像
記
録
の
作
成
　
関
東
の
都
市
の
う
ち
佐
原
市
に
つ
い
て
、
佐
原
の
都
市
地
域
特
性
で
あ
る
「
双
分
制
的
構
造
」
に
注
目
し
、
佐
原
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
二
つ
の
都
市
祭
礼
（
八
坂
神
社
夏
祭
と
諏
訪
神
社
秋
祭
）
を
記
録
し
た
映
像
資
料
記
録
を
作
成
を
め
ざ
し
、
今
年
度
は
、
以
下
の
二
篇
の
映
像
資
料
を
作
成
し
た
。
　
・
「
佐
原
の
町
の
二
つ
の
祭
－
八
坂
神
社
夏
祭
と
諏
訪
神
社
秋
祭
1
」
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（
D
V
八
二
分
）
　
・
「
本
宿
八
坂
神
社
夏
祭
－
北
総
佐
原
の
二
つ
の
都
市
祭
礼
2
ー
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
D
V
二
七
〇
分
）
　
い
ず
れ
の
作
品
も
、
と
く
に
祭
礼
の
準
備
過
程
を
重
視
し
、
可
能
な
限
り
撮
影
を
実
施
し
た
。
と
く
に
、
後
者
は
研
究
資
料
と
し
て
制
作
し
た
も
の
で
あ
り
、
き
わ
め
て
長
時
間
の
祭
礼
記
録
と
な
っ
た
。
前
者
は
、
い
わ
ば
総
集
編
と
も
い
う
べ
き
映
像
資
料
で
あ
り
、
こ
の
映
像
に
主
な
儀
礼
過
程
を
網
羅
し
つ
つ
、
佐
原
の
祭
礼
の
現
在
と
歴
史
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
つ
と
め
た
。
中
心
作
品
で
あ
る
「
佐
原
の
町
の
二
つ
の
祭
ー
八
坂
神
社
夏
祭
と
諏
訪
神
社
秋
祭
1
」
主
要
な
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
○
映
像
の
趣
旨
　
○
佐
原
の
位
置
と
歴
史
の
概
要
　
○
本
宿
八
坂
神
社
夏
祭
　
　
・
本
宿
地
区
概
要
（
町
並
、
地
図
、
八
坂
神
社
、
奥
宮
）
　
　
・
山
車
と
難
子
（
山
車
構
造
、
離
子
の
構
成
、
山
車
隊
列
）
　
　
・
準
備
会
議
（
惣
町
定
例
会
議
）
　
　
・
獅
子
衣
装
合
わ
せ
と
踊
り
の
練
習
　
　
・
奥
宮
祭
と
祇
園
祭
　
　
’
夏
祭
第
一
日
目
（
デ
ボ
ケ
、
山
車
巡
行
、
各
町
の
山
車
、
夜
の
山
車
巡
行
）
　
　
・
夏
祭
第
二
日
目
（
新
婚
祝
い
、
当
役
交
渉
、
番
組
定
位
置
、
の
の
字
ま
わ
し
、
　
　
　
総
踊
り
）
　
　
・
夏
祭
第
三
日
目
（
三
役
呼
び
出
し
、
神
事
、
神
輿
巡
行
、
浜
降
り
、
個
人
祈
　
　
　
祷
、
神
輿
年
番
引
継
行
事
）
　
　
・
夏
祭
の
特
徴
（
年
番
順
序
、
惣
町
年
番
と
山
車
年
番
、
山
車
番
組
図
、
山
車
　
　
　
古
写
真
）
　
○
新
宿
諏
訪
神
社
秋
祭
　
　
・
新
宿
地
区
概
要
（
町
並
、
地
図
、
諏
訪
神
社
）
　
　
・
準
備
会
議
（
八
朔
参
会
、
北
横
宿
当
役
会
議
、
神
輿
年
番
第
一
連
合
幹
事
会
　
　
　
議
）
　
　
・
下
座
連
依
頼
　
　
・
山
車
飾
り
つ
け
、
踊
り
練
習
、
提
灯
配
り
　
　
・
秋
祭
第
一
日
（
安
全
祈
願
祭
、
北
横
宿
山
車
出
発
式
、
山
車
乱
曳
き
巡
行
、
　
　
　
例
祭
神
事
、
御
輿
発
輿
式
、
浜
降
り
、
御
輿
お
旅
所
着
輿
式
、
山
車
夜
間
巡
　
　
　
行
）
　
　
・
秋
祭
第
二
日
（
山
車
乱
曳
き
巡
行
、
幣
台
年
番
引
継
行
事
、
各
町
の
山
車
、
　
　
　
幣
台
年
番
引
継
神
前
行
事
、
幣
台
年
番
曳
き
別
れ
行
事
、
山
車
夜
間
巡
行
）
　
　
・
秋
祭
第
三
日
（
御
輿
お
旅
所
発
輿
式
、
御
神
幸
、
御
輿
年
番
引
継
行
事
）
④
研
究
成
果
報
告
書
の
刊
行
　
3
年
間
の
研
究
成
果
を
論
文
と
し
て
集
約
し
た
報
告
書
『
伝
統
的
地
方
都
市
の
地
域
的
特
性
と
そ
の
変
容
に
関
す
る
比
較
研
究
ー
関
東
圏
と
中
部
圏
を
中
心
に
ー
』
を
刊
行
し
た
。
4
　
研
究
成
果
報
告
　
以
上
に
記
述
し
た
経
過
で
基
幹
研
究
「
日
本
に
お
け
る
都
市
生
活
史
の
研
究
（
第
二
期
）
」
の
B
班
の
研
究
が
実
施
さ
れ
た
の
ち
、
論
文
の
執
筆
作
業
に
入
り
、
こ
こ
に
研
究
成
果
を
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
の
一
冊
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
報
告
に
お
さ
め
ら
れ
た
諸
論
文
は
、
期
限
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
民
俗
関
係
の
論
文
が
中
心
と
な
っ
た
が
、
歴
史
関
係
の
論
文
に
つ
い
て
は
あ
ら
た
め
て
刊
行
を
期
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
　
こ
の
基
幹
研
究
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
共
同
研
究
員
の
方
々
、
と
く
に
、
こ
の
報
告
書
に
論
文
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
深
く
感
謝
し
た
い
。
（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）
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